
大阪府立伯太高等学校同窓会会則  
 

第 １ 章  総   則 

 

  第 １ 条      本会は、大阪府立伯太高等学校同窓会と称する。 

  第 ２ 条      本会は、本部を母校内に置く。その他、必要に応じて支部を置くことができる。 

  第 ３ 条      本会は、会員相互の親睦を保ち、母校との連格を密にし、その発展に寄与する    

    ことを目的とする。 

  第 ４ 条      本会の目的を達成するために、つぎの事業を行なう。 

         （１）会報、会員名簿の管理。 

         （２）母校の教育事業の後援。 

         （３）その他、必要な事業。 

 

第 ２ 章  組   織 

 

  第 ５ 条      本会は、つぎの会員をもって組織する。 

         （１）普通会員 

             母校の卒業者および母校に在籍したもので、役員会が承認したもの。 

         （２）特別会員 

             母校現職員および旧職員。 

  第 ６ 条      役員およびその任務 

         （１）名誉会長（母校校長） 

             会務の相談に応じる。 

         （２）会 長（１名） 

             本会を代表し、会務を総括する。 

         （３）副会長（若干名） 

             会長を補佐し、会長事故あるとき、それを代行する。 

         （４）書 記（若干名） 

             会務の記録、事務の処理に当る。 

         （５）会 計（２名） 

             会務に関する会計を執る。 

         （６）会計監査（２名） 

             会計事務を監査する。 

         （７）顧 問（若干名） 

             会務の相談に応じる。 

 

  第 ７ 条      役員の選出 

         （１）会長、副会長、書記、会計、会計監査は、幹事会で選出し、次 

の総会で承認を得るものとする。 

         （２）顧問は、母校現職員より会長が委嘱する。 



  第 ８ 条      幹事の選出と任務 

          卒業期ごとに若干名を会員の互選により選出する。 

          各期の会員への連絡及び分担して会務にあたる。 

  第 ９ 条      役員の任期は３年とする。ただし再選を妨げない。 

 

第 ３ 章  総   会 

 

  第１０条  本会の定期総会は毎年１回とする。 

  第１１条  総会の議決は、出席会員の過半数を必要とする。 

 

第 ４ 章  役 員 会 

 

  第１２条  第６条記載の役員により役員会を構成する。 

  第１３条  役員会は、本会の運営にあたる。またやむをえない時は、役員会の議決をもって総会 

決議に代えることができる。ただし、その場合は次期総会において承認を求めるもの 

とする。 

  第１４条  役員会は、年１回以上開催する。 

 

第 ５ 章  幹 事 会 

 

  第１５条  第８条記載の幹事により、幹事会を構成する。 

  第１６条  幹事会は必要に応じ、会長がこれを招集する。 

 

第 ６ 章  会   計 

 

  第１７条  本会の会計年度は、４月１日に始まり、翌年３月３１日に終わる。 

  第１８条  本会の経費は、会費および寄附金、その他をもってこれにあてる。 

  第１９条  会費は、終身会費として金 5,000 円を納めることとし、在学中に前納する。また、 

一旦納めた会費は返却しない。 

  第２０条  本会の会計報告は、定期総会で行う。 

 

第 ７ 章  改   正 

 

  第２１条  本会則の改正は、総会の決議を経て行う。 

第 ８ 章  附   則 

 

  第２２条  本会則は、１９８１年（昭和５６年）４月１日より実施する。 

        １９８６年（昭和６１年）８月２４日より、改正実施する。 

        ２００６年（平成１８年）１１月２４日より、改正実施する。 

  第２３条  慶弔等の規定は、別に定める。 



（申合せ事項）  

  （１）定期総会は、毎年６月に開催し、案内は同窓会ホームページにて行う。 

  （２）幹事の選出は、発会の年より３年間、各学級より２名を選ぶ。 

  （３）各期､クラス、クラブで同窓会を開催するときの連絡用往復葉書を同窓会で負担する。 

（４）学校所有の名簿等の個人情報に関して、その取り扱いについては、同窓会を主催する各期・クラ

スの同窓会幹事、同窓会役員、幹事・役員が認めた者のいずれかのみ、校内で取り扱うことができ、

目的外での使用を禁止する。（2013.11.22.本項目追加、2019.5.27 改訂） 

 

＜慶弔規定＞ 

  第１条  本会の会員の交誼をあつくするため、慶弔等について次の規定を定める。 

  第２条  本会は、つぎの場合、相当の金品を贈り慶弔の意を表する。 

        （１）母校職員および役員の死亡 5,000 円（樒料を含む） 

  第３条  上記以外、必要と認められた事項の生じた場合は、役員会の議を経て、会長が決定する。 

  付 則  この規定は、１９８１年（昭和５６年）４月１日より実施する。 

       １９８６年（昭和６１年）８月２４日より、改正実施する。 

       ２００８年３月８日より、改正実施する。 

       この規定を改正する必要が生じた場合は、幹事会の議を経て、会長が改正する。 

 

                       

          ２０１９年 ６月２４日（月） 

                               大阪府立伯太高等学校同窓会 

 

 


